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はじめに 

現在、 産業競争力の 強化が叫ばれ、 イノベーションの 創出を担う人材の 育成に関心が 高まっ 

ている。 特に、 技術と経営をリンクさせる MOT  (Managementof 騰 e ㎞ o10 綴 ) 人材の養成 

が急務であ ると指摘されている。 

ゴ ー イング・コンサーンとして 企業が絶えず 発展して行くためには、 企業組織においてイノ 

ベーションをいかに 行うかが至上命題であ るといえる。 そのイノベーションを 創出する人材が 

技術志向型 イ / ベータ一であ る。 ( 以下「テクノプロデューサー」という。 ) 
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本研究では、 テクノプロデューサ 一の特徴を明らかにするため、 企業組織内で 実績のあ るテ 

クノプロデューサーと 思われる人物の 聞き取り調査を 行い、 その結果からテクノプロデューサ 

一の特徴を分析して、 彼らの生産性・ 創造性を向上させるためのマネジメントのあ り方にっ い 

て 考察する。 

1 . テクノプロデューサーとは 

テクノプロデューサーとは、 コンセプト創造のリーダーシップを 持っ人材で、 特定分野の専 

門 家ではなく、 社会的な応用に 視点をおいた 分野横断的な、 マルティディスプリナ 一な人材で 

あ り、 表 1 に示す能力が 必要とされている。 それは、 第 1 にクリエーターとしての 役割で、 目 

標設定力、 つまり環境を 認識した上で 目標を設定できる 能力、 第 2 はコーディネーターとして 

の役割で目標達成 力 、 つまり目標が 与えられるとそれを 達成する手立てを 考えて実践的な 実行 

プロセスをデザインできる 能力であ る。 第 3 はプロジェクトリーダ 一の役割で、 目標と達成方 

法が与えられられたとき、 実際にやり遂げる 過程実現能力であ る。 

このような定義のもとに、 以下 

三表 走 Ⅰ 
04 人、 ①トヨタ自動車 : プリ 

テクノプロチューサーとは ウス開発のチーフェンジニアの 

● コンセプト・クリエーター ( 目標設定型 ) 内山田竹志茂、 ②パイオニア     

環境を認識した 上で目標を設定できる 人材 カーナビゲーションシステムの 

● コーチ ィ ネーター ( 目標達成型 ) 開発者であ る畑野一良民、 

@  与えられた目標を プロジェクト・リーダー 達成する過程をデザインできる ( 過程実現型 )  人材 ③ソニー :Sui ㏄ (IC カード ) 
目標と達成過程が 与えられた 時 それを実現できる 人材 

の 開発者であ る前田昇氏、 ④ サ 

  ショー : 洗剤のいらない 洗濯機 

( 出典 : 亀岡， 2000 ， p99)  の開発者であ る川添恵里民に 聞 

き 取り調査を行った。 

2. 聞き取り調査結果の 概要 

聞き取り調査をもとにテクノプロデューサ 一の特徴を表 2 に示す。 一般的にテクノプロデュ 

ーサーは、 理系出身の技術者が 中心であ ると考えられているが、 実際には営業・ 企画といった 

文系出身の人材が 多く 、 「テクノプロデューサー = 技術者」という 固定概念は正しくない。 上記 



04 人の共通点の 一つは、 コンセプトクリエータ 一であ るという点であ る。 それらのコンセプ 

トは 、 各個人が抱く 「大志」を真っ 当するために 打ち出されたものであ り、 それは、 また、 企 

業の ビジョンにもリンクしているのであ る。 

表 2  テクノプロデューサ 一の特徴 

前田氏 内山田氏 畑野 氏 
川添 氏 

(Silica) ( プリウス )   

新世紀を先取りする 21 世紀のクルマを 
企業のビジョン サービス と ユニーク 

より多くの 社会への貢献を 重 

な ビジネ 、 ス 
つくる 感動を 規 する企業 

カーライフシーン 
人間中心で資源と 

ファッショナブル な 
洗剤まけの人間に 

( はれの場 ) に便利 
環境にインパクト 

コンセプト 新しいライフスタイ 
を 与えるクルマを 

なもので未来を 切さしく経済的な やさしく、 環境にや 洗 

かな 創る り 取りしたもの 
つくる 濯機 なっくる 

( 部分未来の提供 ) 

人間工学 
既存の洗濯機技術 

  融合技術 GPS 技術 
超音波技術 

  

ハイブリッド ハードウェア 技術 
電解技術 

システム e 比 

社会的インパクト 
ものづくりを 通し 世のため人のため 

大志 ソニーを良くする を与えるクルマを 
て 人を感動させる になるもの 

つくる 

成功時の表現 ノヘツヒ 。 一だ ， よかった うれしい よっしや 一 

文系・理系 文系 理系 文系 文系 

当時の役職 事業室長 チーフエンジニア 企画課長 営業部長 

前轍 戦略ディレクター 技術管理部 企画部 営業総括本部長 

21 世紀の 「知的感動」から 「機械技術」「科学 
今後の課題 日本をよくする 

ひ とづくり 「信約感動」 へ " 技術」の融合 

それらのコンセプトは、 独自の発想でかつ 斬新的なものであ る。 それらは日常の 体験や経験 

をもとにした 知識や情報収集によって 獲得した知識、 また他人とのコラボレーションによって 

生まれた知識などをもとに 創造される。 

さらに、 これらのテクノプロデューサーは 社内、 時には社外の 技術の融合を 行い新製品・ 新 

商品を創造している。 その際に、 各技術者の心を 動かすためにコンセプトを 掲げ、 その製品に 

*  「知的感動」とは、 新しい技術によって 今までにない 体験をしたことにより 感動すること。 「清酌感動」とは、 家族が二度 
とない一時を 過ごすための 道具で、 その道具のおかげで 家族にとって 忘れることのできない   思い出を提供するものであ る。 
( 畑野氏のインタビューより ) 
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関する思いや 熱い情熱を語っている。 これが重要であ るという。 時には、 その情熱によって 基 

礎 研究開発を促進させることもあ ったのであ る。 

また、 彼らは「大志」を 抱いているという 点も共通しており、 モノづくりを 通じてその「 大 

志 」が真っ当されたとき、 彼らは「ハッピ 一だ・うれしい・よかった・よっしや 刊 という言 

葉を発している。 このように、 自己実現が達成されたときの 喜びが彼らのインセンティブの 一 

つになっていると 考えられる。 そして、 一つの目標が 達成されると、 また次の目標 ( 大志 ) を 

抱き、 更なる挑戦が 始まるというのも 彼らの共通の 特徴であ る。 

3. テクノプロデューサ 一のマネジメントに 関する考察 

野中・竹内 (1996) に よ ると、 知識創造のマネ 、 ジメントは、 従来のマネ 、 ジメント す なむち「 ト 

ッ プダウン・モデル」や「ボトムアップ・モデル」でほなく、 新たな「ミドル・アップダウン・ 

モデル」が必要であ ると提唱している。 つまり、 それはミドル・マネ、 ジャーを知識マネ 、 ジメン 

トの中心に据え、 トップと第一戦社員に 新たな役割を 与えるものであ る。 

以上のことから、 従来の日本的経営の 特徴であ る「ボトムアップ 型」のマネ 、 ジメントでは、 

テクノプロデューサーはその 能力を十分に 発揮できないとかえる。 そこにはテクノプロデュー 

サ一に適した 新たなマネ 、 ジメントが必要となる。 

新たなマネジメントスタイルとは、 トップマネジャーがテクノプロデューサ 一に対して、 明 

確なビジョンや 目的、 能力を発揮してもらいたい 分野、 能力の方向性などを 示すことであ る。 

決して、 全てをテクノプロデューサ 一に委ねるのではない。 つまり、 テクノプロデューサ 一の 

能力を最大に 発揮するために、 経営者は業務遂行能力を 重視する経営者から、 戦略的発想、 戦 

略を重視し、 社員をサポートする 経営者への変貌が 期待されるといえる。 

以下、 テクノプロ ヂユーサ 一の特徴を生かしたマネ 、 ジメントはどのようなものかを 考察する。 

(1) 自由裁量を重視する 

テクノプロデューサーは、 自分がやりた いと 思っている仕事には 自ら進んで行 う という「自 

主性」に依存している。 それゆえ、 彼らに大幅な 自由裁量権 を与える必要があ る。 したがって 

過剰な手続きや 指示体制は可能な 限り排除し、 大幅な権 限の委譲を行 う 必要があ る。 

(2) フレキシフル・ワークの 尊重 

従来の勤務体系は、 同一勤務場所、 同一就業時間が 原則であ った。 この体系は標準的な 一定 

のアウトプットをあ げる点では最良であ り、 個人レベルでの 最適化より組織レベルでの 最適化 

を 重視したものであ る。 しかし、 テクノプロデューサーは 自由裁量を好み、 自律性が高く 個性 

が強いといった 特性があ る。 つまり、 個人レベルでの 最適化を最大にすることがテクノプロデ 

ユーサ 一の生産性・ 創造性を向上させるといえる。 そこで、 場所や時間の 拘束を排除するよう 

なフレキシブル・ワークを 確立させる必要があ る。 

(3) テクノプロチユーサーを 尊重できる風土づくり 

テクノプロデューサ 一に必要な能力は、 表 3 に示すように、 ①コンセプト 創造能力、 ②業務 

遂行能力、 ③コラボレーション 促進能力、 ④調整能力が 必要とされる。 特にテクノプロデュー 

サ 一の場合、 単に幅の狭い 専門知識だけでは 高い付加価値を 生み出すことは 難しく、 他 分野・ 

他 部署の技術者との 協働や意見交換などのコラボレーション 能力が、 アウトプットの 質を高め 

る重要な要素になっている。 これらの能力を 発揮させるためには、 企業組織内の 風土・ 場 づく 

りが重要な課題となる。 そのためには、 裁量権 の認可、 キャリアデザインに よ る人事異動、 ロ 

マンあ る仕事への携わり、 チャレンジ精神の 増加などの環境設定が 必要であ ると考えられる。 
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表 3  テクノプロデューサ 一に求められる 能力 

(1) コンセプト創造能力 柔軟思考 

システム思考 

斬新的な発想 カ 

(2) 業務遂行能力 情報収集能力 

専門技術の融合能力 

裁量権 行使能力 

(3) コラボレーション 促進能力 プレゼン能力 

交渉・説得力 

コミュニケーション 能力 

(4) 調整能力   現状維持志向の 人々の打破 

コンフリクトの 対処能力 

失敗をおそれない 能力 

(4) 新しい報酬システムの 構築 

テクノプロデューサーは、 自己実 

現のために働いているという 傾向が 

強いが、 同時に新しい 金銭的報酬シ 

ステムを構築する 必要があ る。 新商 

品の成果に対しては、 取締役にはス 

トックオプション 制度があ り、 発明 

者には特許に 対する報酬制度が 構築 

されているが、 新コンセプトの 確立 

などに対するテクノプロデューサ 一 

の金銭報酬システムがない。 そこで、 

彼らの市場価値は い くらであ るのか 

を決めるような 新 い、 メカニズムが 

必要となる。 

(5) 同質統合から 異質統合 

現在のような 成熟社会では、 モノをつくる 人と売る人といった 職能区分はなく、 売れる商品 

なづ くるという観点から、 各部署を統合してその 相互作用によりアイディアを 創出する必要が 

あ る。 新しいコンセプトによりその 橋渡しをするのがテクノプロデューサ 一であ り、 これによ 

ってコンセプトや 経営理俳を関係者全員が 共有することによって 組織的知識創造が 可能になる。 

おわりに 

以上、 企業組織内のテクノプロデューサ 一の特徴を吟味し 、 彼らの新しいマネ 、 ジメントスタ 

イルを考察した。 これらのマネ 、 ジメントシステムは 一部の大企業では 完全ではないにしろ 実施 

されている。 現在、 テクノプロデューサ 一の人材育成などの 議論がなされっ っ あ るが、 特に、 

大企業ではこれまでの 行動規範に縛られる 傾向が強く、 活動環境が整備されていないのが 現状 

であ る。 経済の行き詰まりを 打開するためには、 テクノプロデューサ 一の活躍できる 場を提供 

することが今後の 経営者の課題といえる。 

今後とも調査を 継続し、 より効果の高いマネジメントのあ り方について 探索していきたい。 

最後になりましたが、 本研究を行うにあ たりご協力戴いた、 高知工科大学の 前田先生、 トョタ 

自動車株式会社の 内山田 様 、 パイオニア株式会社の 畑野 様 、 三洋電機株式会社の 川添 様 、 及び 

これらの調査にご 協力戴いた J Ⅲ ST の多くのみなさまに 深くお礼申し 上げます。 

参考文献 

Acko 氏 Russell.L.1978.TheArtofProblem  Solving.Ac ㏄ mpamed  By  A 血 of も FahIfe 、 S.  ( 邦訳川瀬武志・ 辻 

新人， 『問題解決のアートコ 建畠 社 ， 1983 年 ) 

亀岡秋夫・古川金成， (2001) 『イノベーション 経営』放送大学教育振興会 

野中郁次郎・ 竹内弘高， (1996) 『知識創造企業』東洋経済社 

妹尾大・阿久津 聡 ・野中郁次郎， (2001) 『知識経営実践論』白桃書房 

山之内昭夫， (1992) 『 新 ・技術経営論』日本経済新聞社 

一 434 一 


